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それからシャカ1216年ラデン・ウィジャヤ Raden Wijaya は王（プラブ
prabhu）になった。
のちに彼はラデン・ダラ・プタク Raden Dara petakにより息子を得た。
そのクシャトリヤ ksatriya名はラデン・カラ・グムト Raden Kala gemetで






































ナンビ Nambiはマジャパヒトのアパティ apatiにとどまった。ソラ Sora
























ン・ジャラン・ルジョン tumenggung Jaran lejongそしてマントリ・パラク
ラマ mantri Parakrama，皆すでに非業の死を遂げたと言った。ナンビは言っ
た「サマラ Samara，ドゥルパナ Derpana，トゥグ Teguh，ジャラン・バン
カル Jaran bangkal伯父，ウィロト Wirot，ウィンダン Windanそしてジャン
クン Jangkung，もし西と比べるなら，東の者共は引けをとらない。敗れて
も再び立ち直る。西の動脈は誰か。ジャブン・テレウェス Jabung terewes，








































































ダラ Raden Cakradharaが，ブレン・カフリパン Bhreng Kahuripanのスワヤ
ンバラ swayambaraにおいて選ばれ，その夫になった。ラデン・クダ・ムル
タ Raden Kuda mertaがブレン・ダハ Bhreng Dahaと結婚した。ラデン・ク
ダ・ムルタはウンクル Wengkerに居し，パモタンのブレン・パラミシュワ





リー・ハヤム・ウルク Sri Hayam Wurukともラデン・テテプ Raden Tetep
ともいう。彼の別名は，ワヤン wayangを演じる時はダラン・トリタラジュ








末子はブレン・パジャン Bhreng Pajang で，ラデン・スマナ Raden
Sumana と結婚した。ラデン・スマナは別名ブレン・パグハン Bhreng










































ガジャ・マダはアンガベヒ angabehiになった。ジャラン・バヤ Jaran bhaya，
ジャル Jalu，ドゥマン・ブチャン demang Bucang，ガガク・ミンゲ Gagak




セラン Seran，タンジュン・プラ Tanjung pura，ハル Haru，パハン Pahang，

























いを欲した。ララン・アグン Larang agung，トゥハン・ソハン Tuhan Sohan，
トゥハン・グンポン Tuhan Gempong，パンジ・ムロン Panji Melong，トボ
ン・バラン Tobong barangの者共，ランガ・チャホト Rangga cahot，トゥハ
ン・ウスス Tuhan Usus，トゥハン・ソハン，ウラン・パンウル Urang pang-
ulu，ウラン・サヤ Urang saya，ランガ・カウェニ Rangga kaweni，ウラン・




























シェーシャ Bhra Hyang wisesa，そのクシャトリア名はラデン・ガガク・サ
リ Raden Gagak Saliといい，ラトゥとしての名はアジ・ウィクラマ Aji Wi-
kramaといい，ブレ・ラスム美女姫と結婚し，息子ブラ・ヒャン・ウカシン
























ブラ・ヒャン・ウィシェーシャ Bhra Hyang wisesaにはつぎの子供があっ
た。ブレ・トゥマプル Bhre Tumapel，王女ブレ・プラブ・イストリ Bhre
prabhu istri（自ら統治した，マジャパヒト二人目の女王)，女王としての名
はデーウィー・スヒター Dewi Suhita。そして末子の王子，ブレ・トゥマプ
ル・シュリー・クルタウィジャヤ Bhre Tumapel Sri Kertawijaya。
ブレ・パンダン・サラスにはつぎの子供があった。ブレ・コリパン Bhre















































































































































ブレ・パモタン Bhre Pamotanがカフリパンのクリン Kelingにおいて，シ
ュリー・ラージャサワルダナ Sri Rajasawardhanaの名で王（プラブ）になっ
た。
































シャカ1535年〔AD 1613〕シェラ・プヌク Sela Penek のイッチャサダ
Iccasadaで記された。カロ Karo月黒分第二日，ワリガドヤン Warigadyan，
パヒン・サネーシェアラ Pahing Saneseara（土曜日）に完了した。浅学非才
の手になるゆえ，読者諸賢は誤れる文字に対して，どれほどの数にのぼろう
とも，過不足を正すことを忘れられぬよう。願わくば，長寿あらんことを，
栄えあらんことを，写字生にもまた。
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ブレ・パンダン・サラス（第18章）
シャカ13881390／1400（？）年〔AD 14661468／78〕
